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 商用英語データベースにおける台湾特許情報の収録はこの数年で著しく改善し、

DWPI, PatBase, Orbit.com など歴史ある Worldwide なデータベースだけでなく

Shareresearch, JP-NET 海外など日本のベンダー各社が提供する海外特許情報にも台

湾特許が収録され調査できる状況になってきた。 
 
 また、商用英語データベースのアジアの特許情報では原語から英語への翻訳不良もあ

って英語検索では検索洩れが生じるということにもなっている。したがって、英語情報

だけでは洩れのない調査は難しいため、検索用語や出願人名を各国原語で検索補完する

必要がある。 
 
 2017 年以降、中国、韓国や ASEAN 各国特許庁から WIPO に送られた原語情報が

PATENTSCOPE に収録され始めたのは周知のとおりであるが、台湾特許は政治的な影

響でサポートされていない。そこで実務では、商用英語データベースを補完するツール

として台湾特許庁が運営する中華民國專利資訊檢索系統(TWPAT)を先行技術調査など

で利用している。 
 
 TWPAT では用語や出願人などは原則、繁体字での検索であるが、英語や簡体字から

の検索も可能となっている。TWPAT が簡体字でも検索可能になったのは 2015 年であ

る。アジア特許情報研究会として台湾特許庁を訪問した際に 10 項目程度のリクエスト

の１つに「普段から調査が多い中国（大陸）特許調査の簡体字検索式が利用できれば幸

い」、というものであった。台湾特許庁は何と寛容でしょう。訪問したその日に担当者

から「簡体字も繁体字に自動的に変換して検索できるようにしました。」というもので

した。 
 

1 昨年には新たなデータベースとして Worldwide な検索が可能な全球專利檢索系統

(Global Patent Search System(GPSS))がリリースされました。当初は、「中国版 CNIPR
のように単に収録国を増やしたもので他国の収録など使える代物ではないだろう」、と

ほとんど使うこともありませんでしたが、収録も含め、使い物になるかどうか確認して

おこうと、今回検証してみたので報告します。ここでは各データベースの詳細な取り扱

い説明は割愛しています。 
  



１． 台湾特許データの基本事項 
 出願番号の表記が独特だったり、2004 年には公報番号の表記が変わるなど、商用デ

ータベースから取得したデータを基に台湾特許を検索する場合には戸惑う点もありま

すので、最初に基本的な事項について確認しておきたいと思います。 

 
 
 2004 年 7 月以前の公告番号は 6 桁の連番数字のみだったので公告番号から検索する

と特許と実用新案が同時に検索されるなど不便な点もあり（もちろん出願番号は異なり

ますが）、同年 8 月から 6 桁の連番の前に上記のような公報種別をつけて区別するよう

になりました。公開特許が 2003 年 5 月から発行されています。 
 
 出願番号の表記も 1912 年を台湾元年として（西暦 2020 年は台湾歴 109 年）以下の

ような独特の表記で出願番号検索や法律状態情報検索をします。 
 台湾歴 3 桁＋公報種別（特許は 1）＋連番数字 5 桁 
 
２． 検索可能項目 
 検索可能な項目について TWPAT の原語データベース(TWPAT_CN と英語データベ

ース(TWPAT_EN)、GPS を比較しました。 
 優先権番号のコマンドが PB であったり、出願人コマンドが AX であったりして一般

のデータベースと異なるので戸惑うことがあるかもしれません。但し、TWPAT 原語デ

ータベース、GPSS の出願人コマンドは PA でも機能します。 
 
  



表１．検索項目 

 
表２．Global Patent Search System(GPSS)の TW 収録（2020/6/1 現在） 

 



 GPSS では公開情報(A)と共に公告（登録）情報も表示されますが、この公告情報に

は特許と実用新案が含まれます（意匠が含まれる場合もあります）。したがって、公告

のうち特許だけを取り出したい、という時には「(TWI* or (TW and B))@PN」などと

特許を表す公報種別をかけ合わせます。表２の GPSS の B は公告特許、U は実用新案

を表し、公報種別で分離したものです。 
 

同じ台湾特許庁のデータベースですから収録は同じでしょうが、各年で TWPAT と１

件ずつ違ったりしていますが、まあ問題ないかと。 
 

表３．GPSS の中国大陸収録 

 
 業務で中国特許（大陸）を調査する場合には中国版 CNIPR や日本版 CNIPR を使い

ますが、無料の GPSS で中国大陸特許が検索できればありがたいと思う特許事務所、

ベンチャー企業の方も多いことでしょう。 
 
 ここでも中国の出願番号種別をかけ合わせて公告特許(B+C)と実用新案(U+Y)に分離

して収録確認しています。中国の公報種別は、公告特許は B⇒C⇒B、実用新案は U⇒

Y⇒U と変遷しています。 
 
 予想に反して、GPSS の中国特許収録は本家 CNIPR とわずかに違う程度でほぼ一致

しています。具体的な用語、出願人名、IPC などで実務でも使えるものかどうか後日確

認してみたいと思います。 



 
 他方、中国版CNIPRには中国大陸だけでなく、台湾や香港、US, EP(CH, DE, FR, GB, 
IT, SE別でも可), KR, JPなどWorldwideな国の情報が検索できるチェックボックスが

用意されています。 
 
 そこで、GPSS とは逆に中国版 CNIPR での台湾特許情報を調べてみたのが表４です。 
 
表４．中国版 CNIPR の台湾情報収録 

 
 
 但し、中国版 CNIPR の台湾特許情報は、公開特許(A)＋公告特許(B)＋実用新案(U)
＋意匠(D)が一緒くたになっています。やはり、ここでも出願番号種別をかけ合わせて

公開特許と公告特許に分けて収録を確認しました。 
 

予想通り、収録数だけでも使い物にならないことが分かりましたが、公報種別ごとの

収録率および 2019 年台湾上位出願人について TWPAT（台湾特許庁）と CNIPR_TW
の収録を確認してみました。 
 
  



表５．CNIPR_TW の収録（発行年 2000～2019 年） 

 
特許は公開と公告を含みます。 
 
表６．TW 上位出願人の CNIPR_TW 収録（発行年 2000～2019 年） 

 

台湾上位出願人についての本家 TWPAT(公開＋公告)と CNIPR_TW の収録比較です。 
 
 CNIPR の US, EP など他国の収録についても確認しようと思っていましたが、やる

気がなくなりました。 
 それにしても政治的な影響とは言え、残念なことに中国大陸から台湾特許庁データベ

ース TWPAT や GPSS はもちろん、台湾特許庁の様々なサービスも閲覧できない（ア

クセスできない）ようですので、中国大陸の知財情報関係者は CNIPR_TW のこの情報

が台湾特許のすべてだと思っているかもしれません。 
 
  



 GPSS の TW, CN の収録に次いで KR の状況も見ておきましょう。 
 
表７．GPSS の KR 収録 

 
 GPSS KR の公開特許(A)の収録は韓国特許情報院 KIPRIS の公開特許とほぼ同等で

すが、公告特許(B)については KIPRIS より各年収録数が大幅に少ない部分もあります

が、数百件も多い、など腑に落ちない部分もあります。 
 
 GPSS についての具体的な用語、出願人名、IPC の TWPAT、CNIPR、KIPRIS との

収録比較は後日報告したいと思います。 
 

以上 


